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資料紹介
ACollectionofTurkishCultureandHistory
新谷英治
足力f研究の一層の展開を阻害する大きな要因となっ
ているのは言うまでもない。
このような中で、 トルコ民族史研究の第一人者と
して知られ、先年‘|昔しまれつつ亡くなったFaruk
Siimer (1924-95)の旧蔵書の一部(ACollection
ofTurkishCultureandHistory) 力罫、関係機関の
支援を得て関西大学図耆館において所蔵されること
となり、 目下分類・整理作業が進められている。
手許の資料によれば、FarukSiimerは1924年ト
ルコ共和国ボズクルBozklr (コンヤKonyaの南南
西約80km)で生まれた｡初等教育をアンカラ南方の
カラマンKaramanで、中等教育をイスタンブルで
おえた後、 イスタンブル大学文学部に入学し、 1948
年に同歴史学科を卒業している。同年にアンカラ大
学言語歴史地理学部で学位取得を目指して研究をは
じめ、 1950年にXWy"忽卯/伽A"α"0/",SMye"ggノ
-Cez7"'娩吻γ蛾〃9？"戒加g"〃(16世紀のアナ
トリア、 シリア、 ジャズィーラにおけるユリュクと
テュルクメン）で博士号を得た。 1953年に同学部中
世史学科の助手となり、 さらにトルコ系遊牧国家カ
ラ・コユンルKaraKoyunluに関する研究で助教授
の地位を得ている。 1963年に教授に昇任し、 1982年
退任した。 この間、同学部中世史講座の指導的研究
者として精力的に研究・教育に当たった。フランス
語、英語、アラブ語さらにペルシャ語を能し、 また
私生活では、 4人の子の良き父であった。
FarukSiimerは、 トルコ民族史とりわけイスラ
ームを受け容れた後のトルコ民族の歴史を主たる専
門領域としており、 この分野に関する多数の著書、
論文を発表した。研究対象であるトルコ民族力罫中央
アジアから西アジア、 さらには東ヨーロッパにまで
及ぶ広い地域に亙って移動・定着しているという事
情から、彼の研究も自ずから広い地域を視野に納め
た幅の広いものとなっている。 また言うまでもなく、
トルコ民族が交渉を持った周辺の地域・諸民族の歴
史や社会を考察することなしにはトルコ民族史研究
は不可能であり、それ故、FarukSiimerは中央ア
ジア、西アジアあるいはイスラーム世界の歴史や社
西アジアや中央アジアあるいはイスラーム世界へ
の関心が内外で近年とみに高まっている。
ヨーロッパやアメリカなどでは早くからこれらの
地域へ関心が寄せられており、その関心は19世紀か
ら20世紀を通じて、政治的意図を背景にして不幸な
形で現れることカゴ多かつたとしても、一方で真蟄な
学問的探求も着実に積み重ねられ、その努力は今日
膨大な研究の蓄積となって結実している。
我が国においては、 これらの地域は従来ともすれ
ば「不可解なイスラームを信仰する人々力釘住む不思
議な世界」 として敬遠され、あるいは等閑視されカゴ
ちであった。 しかし、すでに戦前にこれらの地域に
関する学問的な研究が始まっており、比較的長い研
究の歴史を持っているのである。ただ、戦前の研究
が質量ともに決して十分な成果につながらなかった
とすれば、それは当時の世情に影響された研究姿勢
の問題ばかりでなく、資料や研究文献の制約にも起
因にくいると言えよう。
戦後の日本では、歴史学や民族学あるいは政治学、
宗教学などをはじめとする様々の分野で研究ｶゴ本格
的に始まり、恵まれない研究条件下で、 しかも研究
者の数も決して多いと言えない中で、優れた成果が
積み重ねられてきた。近年における研究の発展ぶり
はまことに目覚ましく、専門害及び一般書の相次ぐﾞ
刊行や博士課程前後の若手研究者の急増ぶりなど、
隔世の感がある。 これらの地域に関して社会の関心
力罫さまざまの面で高まり、そして理解も深まりつつ
あると言って良いのかも知れない。
しかし、各方面の努力にも拘わらず、研究の基盤
となる基礎的文献はわが国において決して十分では
ない。むしろ依然として極めて貧弱であると言わね
ばならないのが実状である。ごく一部の大学や研究
機関を除けば、研究のための文献収集はようやく緒
についたばかりであり、そのため、研究の先進地で
あるヨーロッパやアメリカなどではごくありふれた
研究害や学術雑誌力郵我カゴ国ではどの図書館にも所蔵
されていないために研究者が途方に暮れるといった
状況力罫依然続いている。 このような文献の絶対的不
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会にも深い関心を寄せ、関連する問題について数々
の論芳を発表している。主な研究業績をホせば次の
ようになる（冒頭の＊印は本コレクションに納めら
れていることを示す。ただし、版、出版年などが臭
なる場合がある）。
1 . Anadolu'ya yalmz Goc;ebe Ttirkler mi Geldi? 
Belleten, 24 (1960), pp. 567-594. 
2. 0五uzlar'aait Desrnn Mahiyette Eserler, Dil 
ve Tarih-Cografya Fakiiltesi Dergisi, 17 (1960), 
pp. 359 -455. 
3. Kitab-i Diyarbakriyya-Akkoyunlular Tarihi 
-,2 vols. Ankara 1962, 1964. (Necati Luga! 
との共編）
4 . * Oguzlar(Tiirkmenler) -Tarihleri-Boy Te~ki 
姐tz-Destanlarz,Ankara 1967. 
5. * Kara Koyunlular, Ankara 1967. 
6. * Anadolu'da Mo函liar, Sel<;uklu Tarihi 
A雇tzrmalarz,Ankara 1970, pp. 1 -147. 
7. * Islあm Kaynaklarma gore Malazgirt Savasz, 
Ankara 1971. (A. Sevimとの共編）
8. The Book of Dede Karkut, University of 
Texas Press, Austin and London 1972. (A. 
E. Uysal, W. S. Walkerとの共編）
9 . • Safevf Devletinin Kurulufu ve Geli~mesinde 
Anadolu Tiirklerinin Ro! 比Ankara1976. 
10. XIV. Ytizy1lnda Ttirkiye, Yiizyzllar boyunca 
Tiirk Sanatz, Oktay Aslanapa ed., Istanbul 
1977, pp. 5-16. ． 
1. * Tiirkler'de At,・ 山kve Binicilik, Istanbul 1983, 
pp. 1-120. 
12. Ramazan 0豆ullannadair baz1 yeni Bilgiler, 
Tiirk Diinyasz Ara$fzrmalarz, 33 (1984), pp.I 
-IO. 
13. Yabanlu Pazan, Sel<;uklular Devrinde Mil-． 
letlerarasz biyik bir Fuar, Istanbul 1985. 
14. Eski Ttirk Devletlerinde A且aUnvam, Tiirk 
Diiny勾 Ara~tzrmalarz, 38 (1985), pp. 58-66. 
15. Anadolu'daki Ttirk Oymaklan hakkmda 
Ara9tirmalar, Tiirk Diinyasz Ara~tzrmalarz, 
60 (1989), pp. 35-45. 
16. Av?arlar, Tiirk Diiny勾 Ara~tzrmalarz, 62 
(1989), pp. 119-137. 
17. Gok-Ti.irklerde Adlar, Tiirk Diinyasz Ara~tzr-
malarz, 68 (1990), pp. 9-17. 
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18. * Selcuklular Devrinde Do函uAnadolu'da Tiirk 
Beylikleri, Ankara 1990. 
19. * Kara Kuyunlus, Tahran 1990. 
20. * {;epniler, Istanbul 1991. ． 
21. * Tirebolu Tarihi, Istanbul 1992. 
本コレクションに納められた文献の類別及ぴ点数
を示すとおおよそ次のようになる。これは中間的な
資料によるものであり、数字は概数である。確定的
な分類と点数は、整理の完了を待たねばならない。
Iトルコ語文献 680点
1. オスマン朝年代記類 60点
2. 貨幣学 10点
3. 国家制度 50点
4. 地域年鑑 20点
5. 諸史料 50点
6. 旅行記 20点
7. 文学 30点
8. 馬術 10点
9. 遊牧諸族 20点
10. イスラーム神秘主義及び教団 30点
1. イスラーム美術 30点
12. 物語・叙事文学 20点
13. 民俗学 30点
14. 都市史（共和国時代に書かれたもの） 70点
15. 研究書（諸分野） 150点
16. 辞害 30点
17. 定期刊行物 30点
18. 研究集会報告集 20点
Iペルシャ語文献 170点
1. 諸史料 90点
2. 公文書及ぴ国家制度関係文献 20、,.'(
3. 地理資料及ぴ旅行記 10点
4. 文学 20点
5. 音楽 10点
6. 研究書（諸分野） 20点
Iアラビア語文献 60点
1. 諸史料 40点
2. 地理資料 20点
IV英語文献 80点
Vフランス語文献 50点
A Collection of Turkish Culture and History 
VIドイツ語文献 20点
(IV-VIの内容は諸史料、研究書、雑誌、辞書な
ど多岐に亙り、また翻訳書も含まれている）
上で述べたような事情から、本コレクション1000
点余は、 FarukStimerの専門領域であったトルコ
民族史関係の文献のみならす、広く中央アジア、西
アジア、イスラーム世界の歴史、宗教、文学、民俗
などに関係する重要史料や優れた研究書 を多数含む
ものとなっている。また、使用されている言語の面
ではトルコ語文献がもっとも多く、約64%を占める。
次いでペルシャ語文献が約16%であり、さらにアラ
ビア語文献か約 6%で、合わせて全体の約86%にな
る。英語、フランス語、 ドイツ語による、主として
研究書の類か約14%ということになる。現地諸語の
文献が依然貧弱な我が国、とりわけ本学 にあって
900点を超える現地語文献は貰重と言わねばならな
し、
゜
このコレクションはあくまでFarukSlimerl蔵
書の一部に過ぎず、また残余の沓物の実態に関して
詳しい情骰が得られないため、本コレクションをも
ってFarukSumerの人と研究のあり方の探求、す
なわち「FarukSumer研究」が成り立つわけでは
ない。その点はやや惜しまれるところであるが、 し
かし、この優れた研究者の人と研究のあリ方を偲ふ
口
讃
＇ 
咤
よすがとなることは間違いないであろう。
本コレクションにはFarukSi..imerが利用した研
究上必須の史料や研究暑か多数合まれているか、ま
た一方、本コレクションに納められた書物は必ずし
も貰重書はかリという訳ではない。出版から日の浅
い研究書や辞戟類、定期刊行物なども合まれている
ように、専門家の日から見れはごくありふれた文献
も少なからす含まれている。しかし、このような
「ありふれた文献」を「きちんと収集する」ところ
から始めなくてはならないのが、我が国の、わけて
も本学のトルコ民放史研究、西）jアジア研究、中央
アジア研究あるいはイスラーム机界研究の現状であ
る。こうい った分野の研究のための実質的な出発点
を得たという、意味で、我々にとって木コレクション
の価値はまことに大きい。大いに活用されることを
希望している。
言 うまてもなく、わすか1000点余の文献か卜分に
必要を満たす訳ではない。このコレクションが一つ
の出発点あるいは核になリ、今後ますます殷l係文献
の収集・整備が進められることによって、孜が国に
おけるトルコ民族史研究、西）jアシア研究、中央ア
シア研究あるいはイスラーム廿［界研究の発展に資す
るものに成1<することを切に馳っている。 1見l係各位
のご理解とご協力を改めてお頻いする。
（しんたに ひではる 文・予部助教授）
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